
広報かみ平成２４年１２月号 広報かみ平成２４年１２月号 ６７

　　

◆
一
般
投
稿
作
品
◆     　
　

広
報
委
員
会　

選

 

ひ 　
　

あ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

 　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

曾
孫
生
れ
今
度
は
稲
の
穂
の
出
番　

 　
　

福
留
と
も
の
り

   　
　
　
　
　

              　
　
　
　
　
　

   　

 　
　

   　
　
　
　
　

    　
　
　
　
　
　
　

     

貫
之
の
門
出
も
あ
り
て
菊
花
展　

  　
　

  

山
崎　

貴
子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

も
が
り
ぶ
え　 

笑
わ
な
い
母
で
あ
っ
た
か
虎
落
笛　
　
　

 

森
本　

幸
美

　
　
　
　
　
　

                              　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ
カ
シ
祭
り「
山
里
の
お
客
」一
等
賞 

　

坂
本
美
智
子

　

  

わ
ら　

   

よ　
　
　

  　

し
め
な
わ　
　
　

  

か
ま

青
藁
を
選
り
て
注
連
縄
な
う
構
え　

 

岡
田
美
代
子

　

            　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦
安
の
舞
う
る
わ
し
く
秋
祭
り　
　

       

北
村
千
鶴
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
夕
に
お
し
ろ
い
の
香
の
庭
に
立
つ 

 

有
澤 

春
江

　

  

も
ず　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

夕
鵙
に
急
か
さ
れ
て
ゐ
る
庭
手
入 

　

 

千
頭 

野
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
上
り
の
髪
ふ
か
れ
お
り
星
月
夜　

 

　

森
本 

純
喜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

さ
い　
　
　
　
　
　
　

新
米
の
初
炊
き
菜
は
二
の
次
に　

 
 
 

高
野 

和
一

　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

 　

   　
　

柿
の
実
の
残
り
も
い
つ
か
鳥
つ
い
ば
み    

小
野
寺
朱
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

西
に
月
東
に
朝
日
天
高
し　
　
　
　
　

 　

三
谷　

誠
郎

                        

柚
子
匂
う
小
さ
き
村
の
人
親
し　
　
　
　

 

上
池　

児
末

　
　
　
　

ね

虫
の
音
や
老
夫
と
歩
く
日
暮
れ
道　
　
　

小
原　

子
川

　

し
け

時
化
去
り
て
仲
秋
の
月
出
で
に
け
り　

 　

楮
佐
古
き
よ

捨
て
る
な
ら
折
ら
ね
ば
い
ゝ
の
に
彼
岸
花　

公
文
多
賀
子

　

◆
韮　
　

句　
　

会
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

し
ゅ
う
と
う
か　
　
　
　
　
　

辞
書
ひ
ら
く
一
句
一
字
や
秋
燈
下　
　
　

公
文　

春
紀

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

り
ん
ご

わ
け
あ
り
の
わ
け
探
し
つ
つ
林
檎
む
く 　

岡
本
か
ほ
る

  

つ
や
で
ん 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

さ
む

通
夜
殿
に
落
つ
雨
音
や
そ
ぞ
ろ
寒　
　
　

高
橋　
　

章

　
　
　
　
　
　

   　
　
　

は
ざ　
　
　
　

 

刈
り
終
へ
て
稲
架
並
び
た
る
棚
田
か
な　

 

明
石
ゆ
き
ゑ

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

い
わ
し　
　

 　
　

営
営
と
自
作
三
反
鰯
雲　

 

北
村　

幸
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

晩
秋
の
田
舎
へ
移
り
住
む
と
い
ふ　

 

西
川　

常
夫

　
　
　
　
　
　

  

こ
の
里
の
氏
子
と
な
ら
む
初
し
ぐ
れ       

甲
藤　

卓
雄

　

 　
　
　
　

龍
馬
像
高
し
磯
山
小
鳥
く
る　
　
　

  　

  

野
崎　

典
子

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

           　
　
　
　

朝
寒
や
日
の
出
待
た
る
る
長
廊
下　
　

 

北
村　

里
子

　

  谷
走
る
水
音
が
澄
み
そ
ぞ
ろ
寒　

  　
　

 

小
野
川
順
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

亡
き
人
の
噂
話
も
薄
寒
し　
　
　
　

 　

前
田　

芳
子

　
　
　
　
　

わ
が
老
後
政
治
行
く
末
そ
ぞ
ろ
寒     　

中
内
ゆ
か
り

か
っ
さ
い　
　
　
　

 　
　
　
　
　

  

は
ば
た　
　
　
　

喝
采
の
さ
ま
に
初
鴨
羽
撃
け
り       　

 

竹
内　

ろ
草

　

◆
か
が
み
野
俳
句
会
◆

　
　
　
　
　

眼
帯
を
外
し
引
き
寄
す
大
花
野　

 　
　

 

佐
竹　

洋
子                

　
　
　
　
　
　
　
　

 

す
す
き　
　
　
　
　
　

 

い
ま
ち
づ
き　
　
　
　
　

 

味
噌
つ
ぼ
に
芒
の
そ
よ
ぐ
居
待
月　
　

  

佐
藤　
　

幸

琴
の
音
に
集
ひ
酌
み
合
ふ
良
夜
か
な　

  

利
根　

弘
子

　
　
　
　
　

  

継
ぎ
接
ぎ
の
人
生
こ
こ
に
菊
か
ほ
る  　

古
川　

信
子

　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

雲
や
さ
し
い
ざ
よ
ふ
月
へ
従
ひ
て　
　

  

小
松　

愛
子

　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

風
切
っ
て
風
に
応
へ
て
稲
雀　
　

 　
　

 

中
澤　

美
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

初
耳
の
ふ
り
し
て
母
と
十
三
夜　

  　
　

山
﨑　

鈴
子

秋
澄
む
や
原
発
岬
の
風
車
か
な　
　
　
　

宮
地　

亀
好

　
　
　
　
　

 

さ
ば  　

 

ふ
く
さ

久
々
に
捌
く
袱
紗
や
十
三
夜　
　
　
　

  

吉
田　
　

芳                                

　

◆
か
ほ
く
俳
句
会
◆

鷹
渡
る
雲
低
け
れ
ば
雲
を
割
り　
　
　

  

乾　

真
紀
子

　
　
　
　
　
　
　

   　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　

干
物
屋
の
釣
銭
に
照
る
秋
日
ざ
し 　
　

 

奥
宮
さ
と
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

草
の
実
や
梨
の
熟
期
の
遅
れ
を
り　
　

久
保
内
鏡
子

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

  

庭
に
咲
く
黄
菊
に
老
い
の
身
を
託
す 

黒
岩 

幸
女

　

 　
　
　
　

く
わ　
　
　
　
　
　

  

よ
わ
い

秋
耕
の
鍬
の
重
き
は
齢
と
も　
　
　
　

黒
岩
千
英
子

　
　
　「
近
い
内
に
」近
い
内
に
と
秋
の
風  　

  

小
松　

隆
之

　

  

ぶ
ん
し
ろ　
　
　
　
　
　
　

  　

  

お
と
こ
え
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
文
代
」の
峠
の
道
や
男
郎
花　
　
　
　

小
松　
　

完

　
　
　
　
　

こ
ぼ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　

                

露
草
に
零
れ
し
今
日
の
空
の
色　
　
　
　

小
松　
　

昇

く
り
や        　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

厨
の
灯
落
し
ち
ち
ろ
に
闇
返
す　

 　
　

 

杉
山　

春
萌                    

　
　
　
　
　
　
　

                        

き
ぬ
か
つ
ぎ    

三
本
の
指
で
つ
る
り
と
衣
被　
　
　
　
　

野
村 

里
史

　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鍬
洗
ふ
う
し
ろ
に
つ
る
べ
落
し
か
な　

前
田　

欣
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

  　
　

 

子
の
助
け
あ
り
刈
り
始
む
棚
田
か
な　

前
田　

秀
女

                                                   

ひ
で
り

堂
縁
を
踏
め
ば
釘
浮
く
秋
旱　
　
　

  　

間
崎　

和
代

　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　

 

は
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
霧
の
ほ
ど
け
る
迅
さ
ま
の
あ
た
り　
　

森
本 

之
子

　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

  

緩
緩
と
鳴
き
を
り
昼
の
き
り
ぎ
り
す　

  

山
崎
か
ず
み

　
　

　

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
（
た
だ
し
、
ハ
ガ
キ
で
投
稿
の

場
合
、
一
人
一
枚
の
ハ
ガ
キ
で
５
句
（
首
）
以
内
）

▼
か
い
書
で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
必
ず
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
誌
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
選
者
の
添
削
を
不
要
と
す
る
方
は
添
削
不

要
と
記
し
て
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

〒
782

－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）　

53

・

５
９
５
８

柚
子
匂
う
小
さ
き
村
の
人
親
し

初
冬
の
陽
を
浴
び
て
金
色
に
輝
く
柚
子
。
柚
子
の
香

り
に
包
ま
れ
た
佇
ま
い
に
も
親
し
み
を
覚
え
、
里
人

の
人
情
を
思
う
の
で
あ
る
。

今
月
の
キ
ラ
リ

オ
ス
プ
レ
イ
初
飛
行
な
る
神
の
留
守　

  

山
中　

晶
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
祭
り
引
継
ぐ
民
に
意
気
感
ず　
　
　

 

山
中　

瑞
輝

　

そ
こ　

こ
こ　
　

      　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

う
ち
わ　
　
　
　
　
　
　
　

其
処
此
処
に
置
か
れ
し
ま
ま
の
秋
団
扇　

 

山
中　

明
石

　

◆
土
佐
山
田
町
俳
句
会
◆

　
　
　
　
　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ニ
ロ
ギ
干
る
い
づ
れ
の
露
地
も
行
き
止
ま
り 

明
石　

韮
生

　
　
　
　
　

  　
　
　

 　
　
　
　

  　
　
　
　

菊
の
香
を
ま
と
へ
る
人
と
す
れ
違
ふ　

  
大
石　

邦
男

 

運
動
会
園
児
は
走
る
親
は
撮
る　
　
　

  

笹
岡　

英
世

　

  

は
ば　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

 

道
巾
の
か
く
も
広
が
る
十
三
夜　
　
　

  

前
田　

小
夜

　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

  

小
鳥
来
よ
吉
井
勇
の
記
念
館　
　
　

     

森
田　

菊
恵

 　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

 

渋
柿
は
枝
低
く
す
る
お
婉
堂　
　
　
　
　

前
田
美
智
子

 

あ
け
び　
　
　

 

え
ん
の
お
づ
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

通
草
の
実
役
小
角
の
目
が
赤
い　
　
　

  

安
丸　

槇
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

  

こ

明
月
が
花
に
見
え
る
と
頬
笑
む
娘　
　

  

森
田　

貞
男

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
夢
の
百
態
ぶ
ら
さ
が
る　

樫
谷　

雅
道

                     

ち      　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ょ
う

秋
日
濃
し
小
さ
き
花
に
は
小
さ
き
蝶　
　

 

田
村　

一
翠

FAX

ス
ポ
ー
ツ

　　
ニ
ュ
ー
ス
！

①
＝
１
位
②
＝
２
位
③
＝
３
位

◆
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

■
９
月
29
日

秦
山
公
園
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

①
東
邦
Ｂ
②
香
北
③
東
邦
Ａ

◆
弓
道

■
10
月
６
日　

山
田
高
校
弓
道
場

・
高
校
生
以
下　

①
山
本
恭
加

②
公
文
祟
人
③
永
野
真
奈
美

（
以
上
、
山
田
高
校
）

■
10
月
８
日　

時
久
道
場

・
個
人
５
段
以
上　

①
岡
本
明

弘
②
山
崎
正
臣
③
川
越
一
彦

（
以
上
、
県
弓
道
連
盟
山
田
支

部
）

・
個
人
４
段
以
下　

①
嶋
川
翔

太
②
薮
内
友
真
（
以
上
、
高
知

工
科
大
学
）
③
圓
山
豊
（
県
弓

道
連
盟
幡
多
支
部
）

◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

■
10
月
７
日　

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

①
焼
肉
ソ
ウ
ル
②
植
田
ク
ラ
ブ

③
壮
年
ク
ラ
ブ

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
男
子
６
人
制
）

■
10
月
14
日　

鏡
野
中
学
校
体

育
館

①
チ
ー
ム
Ｋ
②
香
美
市
役
所
③

土
佐
山
田
ク
ラ
ブ

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
女
子
９
人
制
）

■
10
月
21
日

香
北
体
育
セ
ン
タ
ー

①
山
田
マ
マ
②
山
田
体
育
会
③

大
栃
マ
マ

◆
卓
球

■
10
月
14
日　

香
北
体
育
セ
ン
タ
ー

・
団
体　

①
高
知
工
科
大
学

（
男
子
）
②
高
知
工
科
大
学

（
女
子
）
③
香
北
Ａ
③
土
佐
山

田
ク
ラ
ブ

・
個
人
１
部　

①
福
島
舞
子
②

宮
本
卓
也
③
古
川
佳
弘
③
兼
子

瞭
介
（
以
上
、
高
知
工
科
大
学
）

・
個
人
２
部　

①
西
山
正
義

（
鏡
野
中
）
②
南
場
忠
志
（
香

北
）
③
岡
林
京
佑
③
西
森
祐
馬

（
以
上
、
鏡
野
中
）

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

■
10
月
14
日　

高
知
工
科
大
学

体
育
館

・
団
体
１
部　

①
チ
ー
ム
中
西

②
山
コ
ー
チ
③
山
田
Ａ

・
団
体
２
部　

①
ま
ぐ
ろ
Ｂ
②

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
③
た
ま
ひ
よ
わ

ん
み
に
っ
つ
Ａ

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

■
10
月
14
日　

高
知
工
科
大
学

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

・
男
子
ダ
ブ
ル
ス
（
２
部
）

①
形
見
浤
三
・
乾
国
倍
②
寺
石

文
雄
・
塩
田
住
夫
③
北
村
實
三

男
・
山
崎
修
（
以
上
、
土
佐
山

田
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
）

・
女
子
ダ
ブ
ル
ス　

①
山
中
麻
央
・
堀
川
理
恵
②
濱

﨑
瑞
紀
・
山
中
ゆ
か
り
（
以

上
、
土
佐
山
田
ク
ラ
ブ
）
③
町

田
菜
々
子
・
門　

奈
穂
（
鏡
野

中
）

◆
ペ
タ
ン
ク
（
ダ
ブ
ル
ス
）

■
11
月
11
日　

香
北
総
合
型
競

技
施
設

①
ア
ミ
ー
ゴ
②
ロ
ベ
ル
ト
食
堂

③
香
北
リ
ア
ン

■
９
月
24
日
〜
10
月
12
日　

香

北
総
合
型
競
技
施
設

①
楽
虎
会
②
白
三
会
③
ダ
ム
ズ

ド
ボ
ク

第
７
回
香
美
市

回
香
美
市

　

 

体
育
大
会
結
果

体
育
大
会
結
果

第
７
回
香
美
市

　

 

体
育
大
会
結
果

第
７
回

香
美
市
ナ
イ
タ
ー

ペ
タ
ン
ク
リ
ー
グ

ペ
タ
ン
ク
リ
ー
グ

第
７
回

香
美
市
ナ
イ
タ
ー

ペ
タ
ン
ク
リ
ー
グ

ペ
タ
ン
ク
リ
ー
グ

第
７
回

香
美
市
ナ
イ
タ
ー

ペ
タ
ン
ク
リ
ー
グ ペタンク

〔
解
説
〕
勇
は
、
昭
和
12
年
猪

野
々
で
の
隠
せ
い
を
終
え
、
高

知
市
内
に
転
居
し
た
。
そ
こ
で

の
生
活
は
人
生
の
幕
間
の
よ
う

な
、
空
虚
な
生
活
に
感
じ
ら
れ

た
も
の
だ
っ
た
が
、
書
物
を
乱

読
す
る
中
で
、
森
鴎
外
著
の
伝

記
伊
沢
蘭
軒
に
大
き
な
感
銘
を

受
け
、
信
念
を
新
た
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
。

　

翌
年
、
勇
は
京
都
に
転
居

し
、
再
び
中
央
で
活
躍
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

伊
沢
蘭
軒…

江
戸
時
代
末
期
の

医
師
・
儒
学
者
。
福
山
藩
に
仕

え
、
藩
主
の
信
頼
が
厚
く
、
晩

年
病
で
足
が
不
自
由
に
な
っ
た

後
も
、
特
例
と
し
て
手
車(

人

力
車)

で
城
内
に
出
仕
す
る
こ

と
を
許
さ
れ
た
と
い
う
。

　

吉
井
勇
記
念
館
で
は
、
季
節

の
展
示
『
冬
』
を
開
催
し
ま

す
。
冬
の
情
感
あ
ふ
れ
る
作
品

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

【
期
間
】
12
月
５
日
（
水
）
〜
２

月
25
日
（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
吉
井
勇
記

念
館
☎
58・

２
２
２
０

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

冬
日
さ
す
障
子
の
影
に
仰
寝
し
て

　
　
　
　
　
　

人
の
伝
な
ど
読
む
は
楽
し
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
歌
集 

天
彦
よ
り
）

あ
ふ
ね

で
ん

　

季
節
の
展
示
の
お
知
ら
せ

　

吉
井
勇
作
品
紹
介　
　

〜
冬
〜


